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こ
の
た
び
、
津
和
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
み

ん
な
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
「
第
２
期
津
和
野
町
地
域
福

祉
活
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
当
事

者
な
ど
が
主
体
的
に
福
祉
活
動
に
参
加
し
、
地
域
福
祉

を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
か
を
ま
と
め
た
計
画
で

す
。

　

本
会
で
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
や
関

係
機
関
と
連
携
・
協
働
し
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
み
ん
な
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
多
く
の
町

民
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
※
概
要
に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。）

みんなが自分らしく安心して暮らせる福祉のまちづくり

第
２
期

 

津
和
野
町
地
域
福
祉
活
動
計
画

が
完
成
し
ま
し
た
！
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平成30年度　事　業　計　画
◎基本的な運営方針

１．住民主体、地域主体の福祉活動を進めます。
２．その人らしく自立した生活が出来るよう支援します。
３．住民の生活課題に向き合い、共に考え、行動します。
４．津和野町福祉計画と歩調を合わせ、地域福祉活動計画の実践に努めます。
５．津和野町からの受託事業を適正、効率的に運営します。
６．個別支援をもとに地域の生活課題を解決する仕組みづくりを進めます。

◎事業活動
１．自主財源事業

①福祉推進事業 
 　地域福祉を推進する財源は寄付および社協会費です。事業実態を地域の皆さまに知ってもらい、利用
がいただけるよう努力します。主な取組み内容は次のとおりです。
● 地域福祉活動計画の実践（支え合いマップづくり、買い物ツアー、お茶のみサロンなど）　● ふれあいまつり　

● 町民余芸大会　● 俳句サロン　● チャリティー囲碁大会（春夏秋冬塾）　● ひとり暮らし高齢者誕生日花束贈呈　

● チャリティーゴルフ大会　● 新生児誕生祝品贈呈　● 地域福祉会助成　● 諸団体助成金交付　● 貸出事業　

● 広報誌作成（社協だより）

②ボランティア活動振興事業 
　地域福祉を推進するために、ボランティア活動は必要で欠かすことのできない事業です。ボランティア
センターを拠点とし、ボランティア会員の募集を勧めるとともに、各種ボランティア活動の充実・活性化
に努めます。なお、ボランティア参加者の固定化や高齢化などの課題もあるため、だれもが気軽に参加で
きるよう工夫していきます。主な取組み内容は次のとおりです。
● ボランティアセンター運営　● 月いちボランティア清掃（津和野地区）　● 災害ボランティアセンター設置・運営　

● サマーボランティアスクール　● はがきボランティア　● 収集ボランティア　● 傾聴ボランティア　

● しめ縄づくりボランティア支援（津和野地区）

③ 生活支援事業 
　生活支援については、多種多様なニーズが存在します。町行政をはじめとした関係機関や民生児童委員
の方々と、連携を取りながら対応を図っていきたいと思います。主な取り組み内容は次のとおりです。
● 心配ごと相談（明るい生活相談）　● 無料法律相談　● 遺言・後見相談　● 緊急食糧支援（愛称：フードライン）　

● 日常生活自立支援事業　● 法人後見業務　● 生活福祉資金貸付事業　● 民生融金貸付事業

２．津和野町受託事業
● 生活困窮者自立支援相談事業　● 地域お達者サロン（津和野地区：ふれあいの場　日原地区：地域さんさんサービス）　

● 高齢者等配食サービス事業 　● 緊急通報装置業務事業（日原地区）　

● 介護予防事業（日原地区）　・ キラキラ体操教室　・ 元気アップ教室　・ 地域運動推進員事業　

● 指定管理（津和野町保健福祉センターやまびこ・津和野町福祉センター）

３．共同募金配分事業
　島根県共同募金会津和野町共同募金委員会の事務局を本会が担っています。 共同募金委員会の赤い羽
根共同募金などの配分金として、本年度は次の事業を行ないます。

〈本会が実施する地域福祉活動〉
● 高齢者福祉支援（手づくり弁当贈呈）　● 児童・青少年福祉支援（小学校入学者祝品贈呈）　

● 住民全般支援（傾聴ボランティアスキルアップ研修、社協だより発行）　● 歳末助け合い募金配分

〈福祉団体やボランティア団体が実施する地域福祉活動〉
● 津和野町老人クラブ連合会（第１０回高齢者福祉大会）　

● 津和野地域老人クラブ連合会（第４３回ふれあいスポーツ大会）　
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収 入 の 部 金　　額（単位 : 円）

会費 3,038,000

善意寄附金 3,590,000

町補助金 43,620,000

県社協受託金 1,172,000

町受託金 17,598,000

共同募金助成金 2,715,000

貸付事業償還金 375,000

事業収入（利用及び参加料） 3,974,000

介護保険収入 112,519,000

障害福祉サービス等事業 29,382,000

その他の収入 320,000

※社会福祉振興事業積立金取崩収入 6,188,000

拠点・サービス区分間繰入金収入 9,478,000

繰越金 47,340,000

合　　　　計 281,309,000

支 出 の 部 金　　額（単位 : 円）

法人運営事業 64,756,000

福祉推進事業 9,185,000

ボランティア振興事業 497,000

心配ごと・法律相談事業 525,000

日常生活自立支援事業 1,139,000

法人後見事業 303,000

生活福祉資金貸付事業 211,000

生活困窮者自立支援事業 4,570,000

お達者サロン事業 6,760,000

高齢者等配食サービス事業 6,160,000

緊急通報装置業務事業 100,000

保健福祉センター管理事業　　 1,571,000

津和野町福祉センター管理事業　 1,021,000

民生融金貸付事業 2,050,000

共同募金一般募金事業 1,101,000

歳末たすけあい募金事業 1,700,000

介護保険事業 173,472,000

（内訳）

　居宅介護支援事業 50,896,000

　特定相談支援事業 2,860,000

　介護予防事業 1,056,000

　訪問介護事業 118,660,000

※社会福祉振興事業積立金 6,188,000

合　　　　計 281,309,000

平成３０年度　一般会計予算

※社会福祉振興事業積立金のため積立金取崩し。

※本会の積立金は、目的別に社会福祉振興事業積立金・器具備品整
備積立金・臨時損失補てん積立金・車輌運搬具整備積立金があります。

● 日原地域老人クラブ連合会（第３７回健康スポーツ大会）　

● 津和野町身障者福祉協会（第１０回レクスポ交流会、グラウンドゴルフ大会、ボウリング大会）　

● だんご座の公演（子どもたちに良いものを見せるための活動）

４．介護事業
　津和野町内における介護事業について、町行政をはじめ関係事業所は、町民の負託に応えるため、精一
杯努力をしています。現在「要支援」の方が利用している「訪問介護」「通所介護」が「新しい介護予防・
日常生活支援総合事業」に移行され、この事業は町予算で行うこととなります。「要支援者」が介護保険
の適用から外れ自治体の地域支援事業に変更して来ていますが、町独自のサービスにより元気な時から切
れ目のない介護予防を継続することが望まれています。
　介護保険制度が在宅介護の方向性にあっては、本事業が町民の皆さまの益々の負託に応えるものと思っ
ております。今後地域の生活支援・介護予防サービスを行う各事業体と連携を取りながら要支援者につい
ての多様な日常生活支援の充実・強化を図れる新たな体制作りや、取り組みについて行政や各関係機関と
の連携をさらに密にし検討していきたいと思います。特定相談支援事業は、つわの清流会で障害者施設も
開設し、合わせ相談支援業務も行っています。今まで町外で支援していた利用者様も徐々に町内へ戻りつ
つありますので、連携を取りながら町内で元気な生活ができるよう重ねて支援して参ります。
● 介護予防支援・居宅介護支援 　● 介護予防訪問介護・訪問介護・居宅介護（障害者総合支援法）　

● 訪問型サービス（介護予防・日常生活支援総合事業）　● 同行援護（障害者総合支援法）
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　地域福祉活動計画は、地域住民、ボランティア、ＮＰＯなどが自主的・自発的な福祉活動を行いながら、お互いを理解し、

協働して地域づくりをしていくことを明確にした民間の活動・行動計画です。

　　１．基本理念

	 「みんなが自分らしく安心して暮らせる福祉のまちづくり」
　２．テーマ

	 「つながり」
　３．重点目標
	 重点目標１	つながりを深め、安心して暮らせる地域づくり

  （人や地域のつながりを再構築し、安心して暮らせる地域を目指します。）

   活動目標①　地域について考える場づくり

   活動目標②　住民主体の福祉活動・助け合いの推進

   活動目標③　つながりづくり

	 重点目標２	ふくし（普段の暮らしのしあわせ）を支える人づくり

  （普段の暮らしを支える人を育成するとともに、助け合いの心を醸成します。）

   活動目標①　ボランティア・担い手の育成

   活動目標②　助けられ上手の醸成

   活動目標③　福祉教育の推進

	 重点目標３	あらゆる生活課題へ対応できる仕組みづくり

  （生活のしづらさを解消する仕組みづくり、体制づくりを行います。）

   活動目標①　相談窓口の拡充

   活動目標②　住民のニーズ・課題への対応

   活動目標③　生活にお困りの方への支援

	 重点目標４	社会福祉法人の公益活動の推進

  （社会福祉法人の連携により住民に必要とされる公益活動を実践、推進します。）

   活動目標①　公益活動の実践

   活動目標②　社会福祉法人間の連携の推進

	 重点目標５	関係機関と協働した地域づくり

  （関係機関で福祉課題について共有・協議し、協働して包括的な支援を行います。）

   活動目標①　福祉について考える場づくり

   活動目標②　包括的な支援体制に向けたネットワークづくり

　

　このたび、津和野町でも分野横断的な行政計画として「地域福祉計画」が策定されました。地域福祉計画と地域福祉

活動計画は地域福祉の推進という共通の目標に向けて生活課題等を共有し、お互いの計画の内容や事業との整合性を図

りながら取り組みを推進していきます。

（平成 30年度～平成 34年度）

～	みんなが自分らしく安心して暮らせる福祉のまちづくり	～

第２期津和野町地域福祉活動計画ダイジェスト
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　下記の日程で心配ごと相談を実施します。どんなことでもかまいませんので、お気軽にご相談下さい。

相談事業のご案内

　下記の日程で無料法律相談を実施します。借金、訪問販売、架空請求、土地の問題などさまざまな問題に弁護士が助
言します。お気軽にご相談下さい。

　下記の日程で遺言の書き方や相続、成年後見制度などについての相談会を開催します。お気軽にご相談ください。

〈どこに相談してよいか分からない時〉

〈法律に関することや専門的な問題がある時〉

〈遺言や相続、成年後見制度などについての相談がある時〉

〈経済的に困っている時〉

〈障がいについての悩みや困っている時〉

月 日（曜日）
５月 11日（金） 25日（金）
６月 ８日（金） 22日（金）
７月 13日（金） 27日（金）
８月 10日（金） 24日（金）

月　　日 場　　所 担当弁護士
５月18日（金） 津和野会場 丸亀弁護士
６月15日（金） 日 原 会 場 谷川弁護士
７月20日（金） 津和野会場 丸 亀 弁 護 士
８月17日（金） 日 原 会 場 山 本 弁 護 士

月 日（曜日）
５月 １８日（金）
６月 １日（金） １５日（金）
７月 ６日（金） 20日（金）
８月 ３日（金） 17日（金）

【心配ごと相談】
　　場所：津和野町福祉センター　２階会議室
　　時間：午前10時～正午

【明るい生活相談】
　　場所：津和野町保健福祉センターやまびこ
　　時間：午前10時～正午

○担当弁護士：	石西ひまわり基金法律事務所	 丸亀日出和	 弁護士
	 谷川法律事務所	 谷川　　円	 弁護士
	 山陰リーガルクリニック益田事務所	 山本　　尚	 弁護士
○場　　　所：日 原 会 場…津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）
　　　　　　　津和野会場…津和野町福祉センター（社協津和野支所）
○時　　　間：１3時～１6時（１人30分です）
※相談は無料です。※相談には予約が必要です。（電話：７２－１４９４）

○担当相談員：
　相続ともしび相談所	 網本	行政書士

※相談は無料です。
※予約は不要です。

【法律相談】

【遺言・後見相談】

月　　日 場　　　　　　所
５月９日（水） 津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）
６月13日（水） 津和野町福祉センター（社協津和野支所）
７月11日（水） 津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）
８月８日（水） 津和野町福祉センター（社協津和野支所）

ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください！

　津和野町特定相談支援事業所では、障がい（身体・知的・精神）のある方や、そのご家族の方などの悩みや、お困り
ごとについて、保険・医療・福祉の関係機関と連携し、相談や福祉サービスの利用のお手伝い・情報提供等の支援を行
います。

　津和野町社会福祉協議会では、生活上のさまざまな問題により困窮状態にある方に対し、地域の中で自立した生活が
送れるよう、一人ひとりに寄り添った相談対応をいたします。

「津和野町特定相談支援事業所」
場所　津和野町日原１４　保健福祉センターやまびこ内

電話　社協本所：　７４－１６１７
相談時間　8：30～17：15（土、日、祝日を除く）

相談窓口・津和野町社会福祉協議会
電話　本所：　７４－１６１７　　津和野支所：　７２－１４９４

相談時間　8：30～17：15（土、日、祝日を除く）
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　１月３０日、津和野町福祉センターにおいて恒例のチャ
リティー囲碁大会「春夏秋冬塾」の冬塾が開催されました。
当日は、町内外から１３名の参加があり、熱戦が繰り広げら
れました。なお、大会の結果は下記のとおりとなりました。

※チャリティー囲碁大会での募金５，６３３円は、赤い羽根
共同募金に寄付されます。

【大会結果】個人の部 優　勝　神野　紀雄（八段）
準優勝　三家本鶴生（四段）
第三位　安見　隆義（六段）

第33回  チャリティー囲碁大会
春夏秋冬塾

ふ
れ
あ
い
俳
句
サ
ロ
ン

私
の
作
品

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、気
軽
な
俳
句
会
を
通
し
て
、ふ
れ
あ
い
、交
流
を
深
め
、よ
り
豊
か
な
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う「
ふ
れ
あ
い
俳
句
サ
ロ
ン
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。気
軽
に
参
加
し
て
俳
句
を
話
題
に
お
話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
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探
梅
や
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差
す
先
に
二
三
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子　
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次
（
耕
田
）

遠
い
ほ
ど
春
雷
の
足
地
に
潜
り	

福
増　

泰
資
（
後
田
）

落
椿
よ
け
て
通
り
し
散
歩
道	

世
良　

德
祐
（
森
村
）

初
蝶
の
日
の
感
触
を
懐
か
し
む	

猪
俣　

北
洞
（
森
村
）

手
袋
に
小
さ
き
し
あ
は
せ
包
み
こ
む	

下
森
ヤ
ス
ヱ
（
中
座
）

波
を
追
ふ
波
の
ひ
か
り
の
春
め
き
て	

上
山　

純
子
（
高
峯
）

花
馬
酔
木
さ
さ
や
か
な
日
々
う
れ
し
け
り	

大
庭　

南
子
（
池
村
）

団体の部 優　勝　日原チーム
　先鋒：橋本　正嗣（三段）
　中堅：村上健一郎（五段）
　大将：安見　隆義（六段）
準優勝　津和野チーム
　先鋒：庄野　文一（初段）
　中堅：三家本鶴生（四段）
　大将：井筒　喜美（二段）

津和野町社会福祉協議会職員配置（平成30年4月1日現在）

＜本　所＞
住所：津和野町日原 14 番地
 津和野町保健福祉センターやまびこ内
電話：74-1617

＜津和野支所＞
住所：津和野町森村イ 1025 番地
 津和野町福祉センター内
電話：72-1494

事務局長（兼福祉事業課長） 村上　和則
総務部長 水津　妙子
総務課 渡邊　晃子
福祉事業課 横田　弘幸

津和野支所長（兼福祉事業課） 上田　富晴
福祉事業課係長 立花裕美子
総務課 勝丸　真弓

介護事業部長（兼介護支援専門員、
特定相談支援事業所管理者） 斎藤みどり

介護事業部係長 坂﨑　剛美
津和野居宅介護支援事業所
所　長（兼介護支援専門員） 有吉　詠子
介護支援専門員（兼特定相談支援事
業所相談支援専門員） 増野　磨美

介護支援専門員 柳原　幸恵
介護支援専門員 長嶺公美子
介護支援専門員 永嶺　貞子
介護支援専門員（嘱託） 三浦　潤子
介護支援専門員（嘱託） 久保田由香
日原訪問介護事業所
所　長（兼訪問介護員） 中村　美穂
訪問介護員 片岡　和枝
訪問介護員 小野　理子

津和野訪問介護事業所
所　長（兼訪問介護員） 村本　純子
係　長（兼訪問介護員） 三好りよ子
訪問介護員 大畑　千春
訪問介護員 山本　麻美
訪問介護員 石川　志保

○事務局部門 ○事務局部門

○介護事業部 ○介護事業部

【採用】
　　勝丸　真弓（平成 30 年 4 月 1 日付）
　　石川　志保（平成 30 年 4 月 1 日付）
【退職】
　　益成　由子（平成 30 年 3 月 31 日付）
　　広瀬　美香（平成 30 年 3 月 31 日付）
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ボランティアコーナー 津和野町ボランティアセンター情報

月いちボランティア清掃活動のお知らせ

収集ボランティア活動

月 日 時 間 活動・集合場所 活 動 内 容

５月１２日（土） 午前8時～ 9時 社協津和野支所 ごみ拾い

６月２日（土） 午前8時～ 9時 嘉 楽 園 ごみ拾い

７月７日（土） 午前8時～ 9時 津和野駅 ごみ拾い

８月４日（土） 午前7時～ 8時 乙雄山・先哲墓地 草 刈 り

９月１日（土） 午前8時～ 9時 社協津和野支所 ごみ拾い

　左記の日程でボランティア清掃活動
を行います。子どもからお年寄りま
で、どなたでも気軽に参加できます。
　みんなで清掃活動をして津和野のま
ちをきれいにしましょう。

　本会では、古切手・使用済みテレホン
カード・書き損じはがき・ペットボト
ルのフタを募集しています。消印を押
された切手や使用済みのテレホンカー
ド、書き損じたはがきなどは集めるだ
けでボランティア活動になります。
　集めていただいた収集品を社協へ
持ってきていただければ、本会からＮＰ
Ｏなどの団体へ送付することにより、福祉活動の資金や発展途上国の救援活動資金などに役立てられます。また、
書き損じはがきは、新しいはがきと交換し、「はがきボランティア」に使用しています。ご協力をお願いします。
※収集の際のポイント	 ①ペットボトルのフタは、洗浄をお願いします。②回収対象は「飲料用のペットボトルキャッ	
	 プ」に限定しています。醤油やソース、お酒など飲料用以外のキャップは、受け付けできません。
	 ③古切手は、周りを１㎝程度残して切り取ってください。

収集ボランティアにご協力いただきありがとうございました。
（３月３１日受付分まで） （順不同・敬称略）

林 芳 文 坂 本 ま ゆ み 結 城 ナ ヲ 枝 藤 本 ア サ コ
有 田 キ ミ 子 下 瀬 昌 子 青 木 美 和 子 中 原 澄 子
山 根 キ ミ エ 大 庭 ト キ ノ 水 津 照 子 桑 原 弘 子
横 田 昌 子 溝 部 林 業 橘 井 堂 麓 耕 自 治 会
津和野高校つわぶき寮 地域包括支援センター 左 鐙 公 民 館 津 和 野 町 役 場
よ う で ん 水 津 運 送 水 津 酒 場 せ せ ら ぎ
株式会社ネクシィ 匿 名 １０ 名

今日からあなたも『たすケア“愛”』の主役になれる！
（助け合い）

　助け合いの必要性を感じている人やボランティアに関心がある人は多くおられますが、
時間を作って活動するということはなかなか難しいことです。
　ボランティアセンターでは、普段の生活の中で、だれにでも簡単にできる助け合い活動
やボランティア活動を紹介し、だれもが助け合いの主役になれる地域を目指します。

今日からできる助け合い

『我が事・丸ごと』
Vol.24

　現在、国では「我が事・丸ごとの地域共生社会」の
実現に向けて改革が進められています。この地域共生
社会とは、制度・分野ごとの縦割りや支え手、受け手
という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が

「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分
野を超えて「丸ごと」つながることで、住民一人ひと
りの暮らしと生きがい、地域を共に創っていく社会の
ことです。

　このたび、津和野町社会福祉協議会では、みんな
が自分らしく安心して暮らせる福祉のまちづくりを推
進するため地域福祉活動計画を策定しました。計画で
は、人や地域のつながりを再構築し、共に生きる社会
づくり、つまり地域共生社会の実現に向けてどのよう
に住民主体の福祉活動を進めて行くかをまとめていま
す。地域の「困った人」は不安や悩みを抱える「困っ
ている人」であり、その地域福祉の課題を受け止め、
他人事とせず我が事としてとらえることが、住民主体
の福祉活動につながっていきます。
　さあ、あなたも地域の困りごとを「我が事」として
考え、地域で「丸ごと」支えてみませんか！
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（
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成
30
年
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月
１
日
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３
月
31
日
受
付
分
ま
で
）（
受
付
順
）

平成２９年度　共同募金実績報告
　昨年の１０月１日から１２月３１日の期間中に町民のみなさまをはじめ、各団体、小・中
学校から心温まる募金をいただきました。
　集まった募金は、津和野町老人クラブの健康づくりや世代間の交流事業への助成、
津和野町身障者福祉協会のスポーツレクリエーション事業への助成、青少年育成を目
的とした子どもたちへの人形劇公演事業への助成、社会福祉協議会の高齢者への手づ
くり弁当贈呈事業などに使われます。
　また、歳末たすけあい募金については、歳末見舞金として対象世帯へお届けしました。
多くのみなさまのご協力ありがとうございました。

募 金 方 法 赤い羽根共同募金（一般募金） 歳末たすけあい募金

戸 別 募 金 2,254 件 1,691,900 円 2,239 件 1,493,200 円

街 頭 募 金 9 件 116,708 円 0 件 0 円

法 人 募 金 2 件 2,129 円 0 件 0 円

学 校 募 金 4 件 17,294 円 0 件 0 円

職 域 募 金 12 件 41,933 円 0 件 0 円

イ ベ ン ト 募 金 5 件 59,949 円 5 件 139,154 円

個 人 募 金 6 件 48,945 円 2 件 11,000 円

そ の 他 の 募 金 44 件 93,341 円 1 件 15,000 円

合　　　　計 ２,336 件 ２,0７２,１９９ 円 ２,２４７ 件 １,658,35４ 円

津
和
野
支
所
受
付

本
所
受
付

　
皆
様
の
ご
厚
意
は
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会
福
祉
事
業
に
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せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
発
行
の
都
合
に
よ
り
掲
載
時
期
が
遅

く
な
り
ま
し
た
が
、
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


